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団体資金に係る職員の不祥事について
　市教育委員会事務局が事務を取り扱う鳥羽奨学会において、市職員による私的流用が判明しました。市民の皆
さまの信頼を損ねる重大な事態に至りましたことに、深くおわび申し上げます。
　これまで、この奨学会では、会に寄贈された株式などを財源として、市内の高校と中学校に対し、教材や教育
備品の資金として、毎年30万円を交付しておりますが、この奨学会名義の普通預金および定期預金の一部と配当
金が、平成30年から令和５年にかけて私的に流用（横領）され、その額は合計約850万円に上ることを８月23日
に確認いたしました。これを受けて市では、８月29日の市議会全員協議会で報告し、８月30日に記者会見を行
いました。また、９月15日には市懲戒委員会において、当該職員は懲戒免職が妥当と判断され、同日付で、処分
を行っております。
　流用額については、８月28日にほぼ全額が弁済されていますが、法的措置については、今後、鳥羽奨学会の理
事会で検討してまいりますとともに、再発防止については、理事会で協議の上、奨学会に係る事務を職員１人で
取り扱っていたことから、事務体制の複数化と管理監督体制の重層化、監査役の設置などについて早期に改善に
取り組んでまいります。
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○利益金
・東京電力ホールディングス（株）
　および（株）鳥羽洋行株式配当金
・定期預金の利息

○奨学資金の交付
・大町岳陽高校　1/2　15万円
・大町中学校　　1/2　15万円

○準備金の積み立て財源

鳥羽奨学会（管理・運営）
準備金（定期預金）へ積み立て

鳥羽奨学会の資産から生じる利益金の運用フロー

鳥羽奨学会の事業概要と仕組み

教育委員会事務局

利益金の1/3利益金の2/3

○資産
・東京電力ホールディングス（株）　18,566株
・（株）鳥羽洋行　　　　　　　　　10,000株
・定期預金
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大町市長　牛越徹


